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町
内
火
災
・
救
急
救
助
発
生
状
況
（
平
成
22
年
）
総
務
課　
（
５
８
）
８
２
０
０

­

火
災
件
数
と
現
況

■
昨
年
は
４
件
の
火
災
が
発
生

　
平
成
22
年
町
内
の
火
災
は
、
建
物
火

災
が
２
件
、
そ
の
他
火
災
が
２
件
発
生

し
、
計
４
件
発
生
し
て
い
ま
す
。
建
物

火
災
の
出
火
原
因
は
こ
ん
ろ
、
焚
き
火

が
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
■
伊
勢
市
消
防
本
部
管
内
で
は
…

　
火
災
発
生
件
数
55
件（
前
年
比
9
件
減
少
）

　
火
災
に
よ
る
死
者
１
名
・
負
傷
者
16
名

　
損
害
額
６
千
5
8
3
万
円
（
概
数
）

　　

初
期
消
火
の
３
原
則

そ
の
１　
早
く
知
ら
せ
る

・ 

大
き
な
声
で
「
火
事
だ
！
」
と
叫
び
、

隣
近
所
に
知
ら
せ
る
。
声
が
出
な
い

場
合
は
非
常
ベ
ル
や
音
の
出
る
も
の

を
た
た
い
て
知
ら
せ
る
。

・�

ど
ん
な
小
さ
な
火
で
も
必
ず
1
1
9

番
通
報
す
る

そ
の
２　
早
く
消
す

・�

火
が
横
へ
広
が
っ
て
い
る
う
ち
は
消
火

可
能

そ
の
３　
早
く
逃
げ
る

・�

火
が
天
井
に
届
い
て
し
ま
っ
た
ら
、
迷

わ
ず
避
難
す
る

救
急
・
救
助
搬
送
が
増
加

　

町
内
の
救
急
・
救
助
出
場
お
よ
び
搬

送
人
員
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

　

全
国
的
に
救
急
車
の
適
正
な
利
用
が

促
さ
れ
て
い
ま
す
。
緊
急
で
は
な
い
の
に

救
急
車
を
要
請
す
る
と
、
本
当
に
救
急

車
を
必
要
と
す
る
急
病
や
事
故
が
発
生

し
た
場
合
、
遠
く
の
救
急
車
が
出
動
す

る
こ
と
に
な
り
、
到
着
が
遅
れ
る
こ
と
で

救
え
る
命
が
救
え
な
く
な
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。

　
緊
急
性
が
な
い
と
き
は
、
最
寄
の
病
院

へ
。
ま
た
夜
間
や
休
日
の
場
合
は
、
伊
勢

市
休
日
・
夜
間
応
急
診
療
所
で
受
診
で

き
ま
す
（
裏
面
に
住
所・連
絡
先
掲
載
）。

計

火災種別 出火原因 死傷者
建
物
火
災

林
野
火
災

車
両
火
災

船
舶
火
災

そ
の
他

た
ば
こ

こ
ん
ろ

煙
突
電
灯
電
気
の
配
線

焚
き
火

そ
の
他

不
明
・
調
査
中

死
者

負
傷
者

１月 0(1) 0(1) 0(0) 0(1)
２月 0(0)
３月 0(0)
４月 1(1) 1(1) 1(0) 0(1)
５月 1(0) 1(0) 1(0)
６月 1(0) 1(0) 1,010(0) 1(0) 1(0)
７月 0(0)
８月 0(0)
９月 0(0)
10 月 0(0)
11 月 1(0) 1(0) 13,640(0) 1(0) 2(0)
12 月 0(1) 0(1) 0(209) 0(1)

計 4(3) 2(1) 2(2) 14,650
（209） 1(0) 2(0) 0(1) 1(2) 3(0)

伊勢市 49(54) 26(34) 3(3) 7(3) 13(14) 49,439
（101,001） 1(1) 13(7)

度会町 2(7) 2(5) 0(1) 0(1) 1,741
（9472） 0(1) 0(0)

総計 55(64) 30(40) 3(4) 7(3) 15(17) 65,830
（110,682） 1(2) 16(7)

平成 21・22 年玉城町内の火災状況　　　（　　）内は 21 年

玉城町内過去 10 年間の火災件数

損
害
額[

千
円]

ス
ト
ー
ブ

放
火（
疑
い
）な
ど

マ
ッ
チ
ラ
イ
タ
ー

伊勢市消防本部
『平成 22年消防概況・火災概況』から

　
平
成
22
年
の
町
内
火
災
・
救
急
救
助
の
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
町
内
の
火
災
発
生
件
数
は

４
件
で
し
た
。
毎
日
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
『
火
』
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
が
火
災
に

繋
が
り
ま
す
。
今
後
も
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

救急出場 計 玉城町 伊勢市 度会町 応　援

平成２２年 出場件数 6086 575 5181 326 4
搬送件数 5823 543 4970 308 2

平成２１年 出場件数 5781 536 4936 305 4
搬送件数 5569 524 4750 292 3

救助出場 計 玉城町 伊勢市 度会町 応　援

平成２２年 出場件数 52 10 39 2 1
搬送件数 28 4 21 3 0

平成２１年 出場件数 48 7 38 3 0
搬送件数 24 2 20 2 0

城あとに夢を築くまち たまき　2011.2 2



ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

議
会
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

お
知
ら
せ
広
場

特　
集

防
火
（
防
災
）
器
具
の

点
検
を
忘
れ
ず
に
！

《
消
火
器
》

　
初
期
消
火
に
大
切
な
消
火
器
の
耐
用
年
数

は
「
お
お
む
ね
８
年
」
で
す
。
こ
の
年
数
は

あ
く
ま
で
も
目
安
で
、
消
火
器
の
設
置
環
境

や
点
検
整
備
の
状
況
に
よ
り
短
く
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

設
置
し
て
い
る
消
火
器
の
製
造
年
月
日
を

ご
確
認
い
た
だ
き
、
耐
用
年
数
を
過
ぎ
て
い

る
も
の
や
容
器
の
サ
ビ
が
見
つ
か
っ
た
も
の
は

速
や
か
に
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

《
住
宅
用
火
災
警
報
器
》

　

新
築
住
宅
は
平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら
、

既
存
住
宅
は
平
成
20
年
６
月
１
日
か
ら
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
だ
の
家
庭
は
速
や
か
に
設
置
を
お
願
い

し
ま
す
。

平
成
23
年
消
防
出
初
式

　
１
月
９
日
、
平
成
23
年
新
春
恒
例
の
町
消

防
出
初
式
を
お
城
広
場
で
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
舌
古
団
長
以
下
50
人
の
団

員
が
参
加
し
、
観
客
が
見
守
る
中
、
式
典

が
進
み
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
町
長
訓
示
・
表
彰
・
服
装
、

機
械
器
具
点
検
・
分
列
行
進
・
一
斉
放
水

な
ど
が
あ
り
、

今
年
一
年
の
無

火
災
・
無
災
害

へ
の
誓
い
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
次
の
方
々
の
栄
誉
と
功
績
を
称
え

ま
し
た
（
敬
称
略
）。

●
三
重
県
消
防
協
会

《
精
勤
章
》

	

松
井　

宏
文	
（
第
１
分
団
・
班
長
）

	

中
山　

光
雄	

（
第
４
分
団
・
班
長
）

《
表
彰
徽
章
》

	

東
谷　

豊	

（
第
３
分
団
）

	

日
置　

幸
良	

（
第
４
分
団
）

	

福
盛　

雅
子	

（
本
部
・
女
性
団
員
）

	

矢
土　

佳
代	

（
本
部
・
女
性
団
員
）

●
玉
城
町
長
表
彰

《
優
良
団
員
表
彰
》

	

谷
口　

秀
人	

（
第
１
分
団
）

	

中
野　

嘉
和	

（
第
３
分
団
）

	

山
下　

剛	

（
第
３
分
団
）

	

岩
崎　

裕
紀	

（
第
４
分
団
）

	

村
田　

好
弘	

（
第
４
分
団
）

	
～
ご
注
意
～

　

消
防
署
や
自
治
体
の
職
員
が
消
火
器

や
住
宅
火
災
警
報
器
を
個
人
宅
に
訪
問

し
、
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
ら
の
悪
質
な
業
者
に
は
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　１月９日、体育センター（中央公民館）横に『玉城町スポーツトレーニングセンター』が開館しました。
ぜひご利用ください（利用対象：心身ともに健康な１６歳以上の方）。

《利用案内》
時　間：午前１０時～午後１０時
休館日：毎週水曜日、年末年始
料　金：	町内在住・在勤の方	１回 ３００円
	 町外の方	 １回 ９００円
※中央公民館窓口で受付を済ませ、
　ご入場ください。

中央公民館（５８）６３３１

玉城町スポーツ
トレーニングセンターオープン

城あとに夢を築くまち たまき　2011.23



注
目
の
話
題

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

１
月
９
日
、
中
央
公
民
館
で
平
成
23

年
玉
城
町
成
人
式
が
あ
り
、
晴
れ
の
門
出

を
祝
い
ま
し
た
。

　
玉
城
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
演
奏
に
続
き
、
加
藤
禎
一
教
育
委

員
長
か
ら
の
式
辞
、
辻
村
修
一
町
長
・
藤

田
正
美
県
議
会
議
員
・
小
林
一
則
町
議
会

議
長
か
ら
新
成
人
に
向
け
て
の
お
祝
い
の

言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
新
成
人
を
代
表
し
、
大
島
慶
之
さ
ん
が

「
新
成
人
誓
い
の
言
葉
」
を
述
べ
、
町
か

ら
新
成
人
の
み
な
さ
ん
に
記
念
品
を
贈
り

ま
し
た
。
式
典
終
了
後
は
、
記
念
撮
影
、

祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ス
ー
ツ
や
着
物
で
身
を
包
ん
だ
新
成
人

ら
は
、
友
達
と
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
、
写

真
を
撮
っ
た
り
、
近
況
報
告
な
ど
の
話
に

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

男
性
１
０
７
人
、
女
性
87
人
、
合
計

１
９
４
人
が
晴
れ
て
新
成
人
と
し
て
大
人

の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
２
月
20
日
（
日
）
開
催
の
、
第
４
回
美

し
国
三
重
市
町
対
抗
駅
伝
に
向
け
、「
玉

城
町
チ
ー
ム
」
の
結
団
式
が
、
12
月
18
日

に
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
臨
む
選
手
紹
介
の
後
、
辻
村
町

長
か
ら
、「
1
万
5
千
人
の
町
民
が
応
援

し
て
い
る
」
と
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
チ
ー
ム
を
代
表
し
、
阪
江
監
督
か

ら
、「
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
期
待
に
沿
え

る
よ
う
に
精
いっ
ぱ
い
頑
張
り
た
い
」
と
力

強
い
決
意
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
玉
城
店
東

側
で
第
８
中
継
所
の
タ
ス
キ
リ
レ
ー
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
午
前
10
時
30
分
ご

ろ
）。
ま
た
、
あ
お
い
書
店
駐
車
場
で
、

玉
丸
城
太
鼓
の
応
援
演
奏
、
駅
伝
名
物
あ

ら
れ
ぜ
ん
ざ
い

の
ふ
る
ま
い
が

あ
り
ま
す
。
み

な
さ
ん
「
玉
城

町
チ
ー
ム
」
を

ぜ
ひ
応
援
し
て

く
だ
さ
い
！

〔 

玉
城
町
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
（
敬
称
略
）〕

監  

督　
阪
江
謙
二	

【
玉
城
中
学
校
教
頭
】

コ
ー
チ　
泉　
恵
子	

【
玉
城
中
陸
上
部
顧
問
】

コ
ー
チ　
中
西
英
一
郎	

【
田
丸
小
教
諭
】

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　
藤
本
友
香	

【
ケ
ア
ハ
イ
ツ
玉
城
】

第
１
区
（
小
学
生
女
子
）

　
村
田
紗
希	

【
田
丸
小
６
年
】

　
橋
本
亜
佐
美	

【
外
城
田
小
６
年
】

第
２
区
（
小
学
生
男
子
）

　
中
西
海
斗	

【
田
丸
小
６
年
】

　
服
部　
創	

【
外
城
田
小
６
年
】

第
３
区
（
中
学
生
女
子
）

　
森　
絵
菜	

【
玉
城
中
１
年
】

　
中
西
琴
音	

【
玉
城
中
２
年
】

第
４
区
（
中
学
生
男
子
）

　
阪
口
敬
介	

【
玉
城
中
３
年
】

　
小
林
春
紀	

【
玉
城
中
２
年
】

第
５
区
（
40
歳
以
上
男
子
）　

　
大
森
和
彦	

【
自
衛
隊
】

　
小
林
孝
久	

【
会
社
員
】

第
６
区
（
ジ
ュニ
ア
男
子
）

　
筒
井
勇
仁	

【
宇
治
山
田
商
業
高
２
年
】

　
中
西　
陸	

【
伊
勢
工
業
高
１
年
】

第
７
区
（
一
般
女
子
）

　
小
林
恵
梨
子	

【
玉
城
中
２
年
】

　
刀
根
舞
華	

【
玉
城
中
１
年
】

第
８
区
（
20
歳
以
上
女
子
）

　
中
世
古
久
子	

【
主
婦
】

　
槌
田
恵
理
香	

【
パ
ナ
ソ
ニッ
ク
電
工
伊
勢
工
場
】

第
９
区
（
ジ
ュニ
ア
女
子
）

　
石
原
瑞
穂	

【
宇
治
山
田
商
業
高
２
年
】

　
中
村
祐
子	

【
宇
治
山
田
商
業
高
３
年
】

第
10
区
（
20
歳
以
上
男
子
）

　
中
西
俊
平	

【
滋
賀
大
２
年
】

　
小
川
展
史	

【
玉
城
中
講
師
】

　
　
　
　
　
【
平
成
22
年
12
月
18
日
現
在
】

Pickup

Pickup

第
４
回
美
し
国
三
重
市
町
対
抗
駅
伝

「
玉
城
町
チ
ー
ム
」
結
団
式

平
成
23
年　
玉
城
町
成
人
式

城あとに夢を築くまち たまき　2011.2 4



　
11
月
23
日
、
産
業
振
興
フ
ォ
ー
ラ
ムｐ
ａ

ｒ
ｔ
２
が
開
催
さ
れ
約
5
0
0
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
平
成
22
年
３
月
に

続
き
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
第
Ⅰ
部
の
産

業
報
告
会
で
は
、
パ
ナ
ソ
ニッ
ク
電
工
㈱
伊

勢
工
場
、
京
セ
ラ
ミ
タ
㈱
玉
城
工
場
、
美

和
ロ
ッ
ク
㈱
玉
城
工
場
、
原
農
水
環
境
を

守
る
会
、
三
郷
の
土
と
水
を
守
る
会
、
参

宮
ブ
ラ
ン
ド
擬
革
紙
の
会
の
３
企
業
３
グ

ル
ー
プ
か
ら
活
動
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
Ⅱ
部
で
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
㈱
常
務
取

締
役
の
見
並
陽
一
さ
ん（
上
玉
川
区
出
身
）

を
招
き
「
観
光
振
興
と
地
域
活
性
」
と

題
し
、
第
６
回
ふ
る
さ
と
講
演
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
の
中
で
見
並
さ
ん
は
「
観
光
資
源

は
地
域
文
化
で
、
旅
行
者
ニ
ー
ズ
の
変
化

に
適
応
し
、
学
び
・
体
験
、
地
産
地
消
な

ど
着
地
型
観
光
へ
の
転
換
が
必
要
で
あ
る
」

な
ど
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
町
内
企
業
、
農
地
水
活
動
組

織
、
美
し
国
お
こ
し
・
三
重
活
動
団
体
、

宮
川
二
期
事
業
所
な
ど
の
活
動
が
パ
ネ
ル

で
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
調
理
員
の
み
な
さ
ん
の
協
力

に
よ
る
地
産
地
消 

“
給
食
カ
レ
ー
”“
デ

ザ
ー
ト
”
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
配
膳
を
待
つ
列

が
で
き
る
な
ど
、
大
変
好
評
で
し
た
。

　

12
月
10
日
、
中
部
電
気
保
安
協
会
三

重
支
部
と
町
が
県
内
２
番
目
と
な
る
「
災

害
時
に
お
け
る
電
気
の
保
安
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、近
年
予
想
さ
れ
る
東
海・

東
南
海
地
震
、
大
型
台
風
襲
来
な
ど
大

規
模
災
害
に
よ
る
被
害
に
備
え
る
た
め
、

町
の
電
気
施
設
の
保
安
や
電
気
使
用
の

安
全
確
保
の
た
め
保
安
協
会
が
協
力
支

援
す
る
こ
と
を
明
確
化
し
た
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、
保
安
協
会
が
災
害
応
急

対
策
に
つ
い
て
町
の
支
援
を
行
う
ほ
か
、

避
難
場
所
で
の
生
活
用
品
が
不
足
し
て
い

る
場
合
に
は
、
可
能
な
限
り
こ
れ
を
提
供

す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

Pickup

Pickup

『
産
業
振
興
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
p
a
r
t
2
』
開
催
！

災
害
時
に
お
け
る
電
気
の

保
安
に
関
す
る
協
定
の
締
結

《１２月２８日》
●㈱玉城　様　　５００，０００円
《１月6日》
●ふるさと味工房アグリ　様
　５９，６５７円

《ふるさと応援寄附金（11/1～ 30）》
●�濱田実様・濱田美樹様・井上雅靖様・松崎虎雄様・
今井知史様・桧山浩様・渡邊壮一様・小林正信様・
小林幸一様・岡崎恭三様・小坂浩志様・吉野久美子

様ほか３７名の方から、総額244万５千円のご寄附を
いただきました。

《ふるさと応援寄附金（12/１～31）》
●�西村昭徳様・西田直人様・豊島愛子様・早川潤様・
西山知志様・藤井亮太様ほか64名の方から、総額
83万５千円のご寄附をいただきました。

※お名前は、公表可能な方のみ掲載しています。
※「ふるさと応援寄附金」については町ＨＰで紹介しています。

ありがとう手帖

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

議
会
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

お
知
ら
せ
広
場

特　
集
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平
成
22
年
第
９
回
玉
城
町
議
会
定
例
会
は
12
月
14
日

開
会
し
、
条
例
制
定
を
は
じ
め
、
平
成
22
年
度
各
会
計

補
正
予
算
案
な
ど
、
14
議
案
を
上
程
、
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
、
22
日
閉
会
し
ま
し
た
。

▼�

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

　

人
権
擁
護
委
員　

西　

正
則
氏
が
任
期
満
了
と
な
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
同
氏
を
推
薦
す
る
た
め
、
人
権
擁
護

委
員
法
第
６
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
意
見
を
求

め
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　▼�
玉
城
町
長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
契

約
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
契
約
の
性
質
上
翌
年
度
以
降
に
わ
た
り
契
約
を
締
結
し

な
け
れ
ば
事
務
の
取
扱
い
に
支
障
を
及
ぼ
す
よ
う
な
契
約

に
対
応
す
る
た
め
、
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　▼
玉
城
町
使
用
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
施
設
の
利
用
に
か
か
る
実
費
負
担
の
適
正
化
を
図
る
た

め
、町
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
使
用
料
の
改
正
並
び
に
ス
ポ
ー

ツ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
を
定
め
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
体
育
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　
玉
城
町
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
新
た
に

体
育
施
設
と
し
て
加
え
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま

し
た
。

▼�

玉
城
町
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
の
冷
暖
房
使
用
料
を
統
一
し
、
住
民

の
健
康
、
福
祉
の
増
進
と
と
も
に
さ
ら
な
る
利
活
用
を
高

め
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
消
防
団
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
消
防
組
織
法
の
改
正
を
受
け
、
玉
城
町
消
防
団
条
例
の

ほ
か
関
係
条
例
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

▼�

菊
狭
間
環
境
整
備
施
設
組
合
規
約
の
変
更
に
関
す
る
協

議
に
つ
い
て

　
組
合
経
費
等
を
見
直
し
、
行
財
政
運
営
の
向
上
を
図
る

た
め
、
組
合
規
約
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

▼
平
成
22
年
度
玉
城
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
千
７
４
０
万
円
を
増
額
し
、
予

算
総
額
を
49
億
７
千
７
４
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

〈
歳
入
の
主
な
も
の
〉

町
税
：
法
人
町
民
税
１
億
３
千
万
円
の
増
額
、
固
定
資

産
税
３
千
２
０
０
万
円
の
減
額

分
担
金
負
担
金
：
宮
川
用
水
土
地
改
良
区
か
ら
事
業

分
担
金
６
１
０
万
４
千
円
の
増
額
、
保
育
所
運
営
費

９
１
５
万
円
の
減
額
、
入
所
者
数
の
増
加
に
伴
う
老
人

ホ
ー
ム
入
所
者
負
担
金
74
万
３
千
円
の
増
額

国
庫
支
出
金
：
下
外
城
田
小
学
校
空
調
設
備
整
備
事
業

補
助
金
３
千
７
６
８
万
１
千
円
の
減
額
、
農
林
水
産
施

ひと + まち + くらし

ウォッチング

●
長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
契
約
を
定
め
る
条
例
の
制
定

●
平
成
22
年
度
　
各
会
計
補
正
予
算
案
な
ど

　
14
議
案
原
案
可
決

平成 22 年　第９回玉城町議会定例会
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設
災
害
復
旧
事
業
補
助
金
２
７
３
万
６
千
円
の
増
額

県
支
出
金
：
農
地
制
度
創
出
事
業
補
助
金
３
９
９
万
５
千

円
の
増
額
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
補
助
金
４
９
５
万
４
千

円
の
増
額

財
産
収
入
：
財
政
調
整
基
金
の
利
子
収
入
な
ど
４
１
０
万

円
の
増
額

寄
付
金
：
一
般
寄
付
金
、
福
祉
寄
付
金
、
ふ
る
さ
と
寄

付
金
な
ど
１
５
７
万
４
千
円
の
増
額

諸
収
入
：
町
税
延
滞
金
２
１
４
万
２
千
円
の
増
額

地
方
債
：
各
事
業
債
の
増
減
、
農
業
用
施
設
災
害
復
旧

事
業
債
２
８
０
万
円
の
新
規
計
上

〈
歳
出
の
主
な
も
の
〉

財
産
管
理
費
：
財
政
調
整
基
金
積
立
金
９
千
万
円
の
新

規
計
上

民
生
費
：
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増

額
、
福
祉
施
設
の
防
火
施
設
整
備
に
対
す
る
交
付
金
の

新
規
計
上
、
老
人
ホ
ー
ム
入
所
措
置
費
の
増
額
、
未
満

児
の
増
加
に
伴
う
臨
時
保
育
士
賃
金
の
増
額
、
保
育
所

空
調
防
音
工
事
実
施
設
計
委
託
料
の
減
額

衛
生
費
：
乳
幼
児
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
象
者
の
増
加
に

よ
る
予
防
接
種
委
託
料
の
増
額

商
工
費
：
ふ
る
さ
と
寄
付
金
の
件
数
増
加
に
伴
う
報
償
費

の
増
額

土
木
費：道
路
等
修
繕
料
、道
路
補
修
用
材
料
費
の
増
額
、

委
託
料
お
よ
び
工
事
請
負
費
を
減
額
し
土
地
購
入
費
を

新
規
計
上

教
育
費
：
学
校
給
食
委
託
料
、
下
外
城
田
小
学
校
防
音

工
事
請
負
費
の
減
額
、
植
樹
用
原
材
料
費
の
増
額

災
害
復
旧
費
：
10
月
９
日
の
豪
雨
に
よ
る
災
害
復
旧
工

事
請
負
費
の
新
規
計
上

　

▼�

平
成
22
年
度
玉
城
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
３
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
千
６
１
０
万
５
千
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
を
14
億
６
千
５
９
０
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
は
、
平
成
22
年
度
上
半
期
の
医
療
費
の
増

加
に
伴
う
保
険
給
付
費
の
増
額
が
主
な
も
の
で
す
。

　▼
平
成
22
年
度
玉
城
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

保
険
料
の
確
定
に
伴
う
精
査
を
行
い
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
２
９
１
万
５
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を

９
億
９
千
50
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

▼�

平
成
22
年
度
玉
城
町
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

収
益
的
収
支
の
収
入
で
１
千
23
万
８
千
円
の
増
額
、

同
支
出
で
４
６
２
万
６
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を

６
億
６
千
７
６
６
万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

　▼�
平
成
22
年
度
玉
城
町
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
収
益
的
収
支
の
支
出
で
事
業
費
用
の
特
別
損
失
で
過
年

度
損
益
修
正
損
と
し
て
２
５
７
万
７
千
円
を
新
規
計
上
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
資
本
的
収
支
の
収
入
で
企
業
債
７
０
０
万
円
を

増
額
し
、
国
庫
補
助
金
９
８
０
万
円
の
増
額
、
支
出
で
施

設
費
２
８
０
万
３
千
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
総
合
計
画
基
本
構
想
に
つ
い
て

　
現
在
の
第
４
次
玉
城
町
総
合
計
画
が
平
成
22
年
度
を
も
っ

て
10
年
の
期
間
が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
地
方
自
治
法
第
２

条
第
４
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
新
た
な
10
年
間
の
総
合
計
画

基
本
構
想
を
策
定
し
、
承
認
を
得
ま
し
た
。

【
追
加
議
案
】

▼�

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

　
教
育
委
員
会
委
員　
荻
田
弘
光
氏
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

後
任
委
員
と
し
て
、
玉
城
町
岡
村
1
1
8
番
地　
小
林
加

代
子
氏
を
選
任
し
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

議
会
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

お
知
ら
せ
広
場

特　
集

各議員の賛否
賛否の分かれた議案のみの表示です。他の議案は全会一致で賛成しました。

※�「可」は可決、「否」は否決、不採択。議長は採決に加わらない。ただし、可否同数の場合は議長採決。○は賛成、
×は反対、欠は欠席。

審
議
結
果

議員名　

　議案名

中
野
　
勇

山
本
静
一

北
川
雅
紀

鈴
木
加
奈
子

小
林
　
豊

前
川
隆
夫

風
口
　
尚

川
西
元
行

中
瀬
信
之

山
口
和
宏

奥
川
直
人

高
木
市
郎

東
谷
富
雄

小
林
一
則

可 玉城町使用料条例の一部改正について ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議
長

可 平成２２年度玉城町
一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 平成２２年度玉城町国民健康保険
特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 玉城町総合計画基本構想について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
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お知らせ
広場
Information

February2
■
玉
城
町
職
員
人
事　
１
月
１
日
付　
（　
）
は
旧
職
名

●
昇
格

　
【
係
長
級
】

　
教
育
委
員
会
・
主
査
〔
生
涯
教
育
係
長
〕

　
松
田
臣
二
（
教
育
委
員
会
・
主
事
）

●
退
職
（
12
月
31
日
付
）

　
柳
田　
恭
〔
出
納
係
長
〕

■
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ブ
レ
ス
」

　
巡
回
相
談

日
に
ち　
２
月
９
・
23
日
（
水
）

時　
間　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　
所　
町
役
場

※
ご
希
望
の
方
は
、
生
活
福
祉
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
生
活
福
祉
課　
（
５
８
）
８
２
０
３

生
活
福
祉
た
よ
り

税
務
住
民
課
（
5
8
）
8
2
0
2

税
務
住
民
た
よ
り

　
総
務
課　
（
５
８
）
８
２
０
０

総
務
た
よ
り

　
産
業
振
興
課　
（
５
８
）
８
２
０
４

産
業
振
興
た
よ
り

■
戸
別
所
得
補
償
制
度
説
明
会
に
つ
い
て

　
平
成
22
年
度
に
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
「
戸
別
所
得

補
償
制
度
」
が
、
平
成
23
年
度
か
ら
本
格
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
制
度
の
内
容
等
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
日
程

等
詳
し
く
は
、
決
ま
り
次
第
各
地
区
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
消
費
に
関
す
る
お
知
ら
せ　
⑥
】

■ �

ス
ト
ッ
プ
！
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の

　

 

シ
ョッ
ピ
ン
グ
枠
の
現
金
化

〇
「
手
軽
」「
安
心
」「
信
頼
」
と
い
っ
て
も
…

　
・
債
務
を
増
や
し
、
支
払
い
困
難

　
・
利
用
停
止
と
な
る
恐
れ

　
・
入
金
、
キ
ャ
ン
セ
ル
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
の
素

　
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

〇
業
者
に
よ
る
「
適
法
」
と
の
宣
伝
も
あ
り
ま
す
が
…

　
・「
景
品
表
示
法
を
遵
守
し
て
い
ま
す
」

　
　
→�

現
金
化
は
、
景
品
に
該
当
せ
ず
、
問
題
が
あ
る
こ

と
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　
・「
公
安
員
会
の
許
可
を
受
け
て
い
ま
す
」

　
　
→�

古
物
商
と
し
て
の
許
可
が
あ
る
に
過
ぎ
ず
、
法
律

上
問
題
が
な
い
と
保
証
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

★�

借
り
ら
れ
な
い
、
返
せ
な
い
な
ど
困
っ
た
と
き
は
、
次
の
と

こ
ろ
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
0
5
7
0
（
0
6
4
）
3
7
0

・
金
融
庁
・
金
融
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
相
談
室

　
　
　
　
　
0
5
7
0
（
0
1
6
）
8
1
1

・
法
テ
ラ
ス
・
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

0
5
7
0
（
0
7
8
）
3
7
4

■�

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電
子
証
明
書
の
発

行
を
受
け
て
い
る
方
へ
の
お
知
ら
せ

　
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電
子
証
明
書
の
有
効
期
間

は
、
発
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
間
で
す
。

　
３
年
を
過
ぎ
て
失
効
し
た
場
合
に
は
、
国
税
の
電
子
申
告

な
ど
の
電
子
申
請
・
届
出
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
更
新
を
希
望
す
る
方
は
、
次
の
要
領
に
て
、
役
場
窓
口
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
更
新
手
続
き
を
行
っ
た
場
合
は
、

現
在
の
電
子
証
明
書
は
直
ち
に
失
効
し
ま
す
。
ま
た
、
新
し

い
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
も
手
続
き
の
日
か
ら
起
算
し
て

３
年
間
で
す
。

　
な
お
、
現
在
の
電
子
証
明
書
が
失
効
し
た
後
で
も
、
新
し

い
電
子
証
明
書
の
発
行
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

場　
所　
税
務
住
民
課

時　
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

持
参
い
た
だ
く
も
の

・
更
新
す
る
電
子
証
明
書
が
格
納
さ
れ
た
住
基
カ
ー
ド

・�

本
人
確
認
の
た
め
に
必
要
な
資
料
（
写
真
付
き
の
公
的
な
証

明
書
：
例　
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
写
真
付
き
の

住
基
カ
ー
ド
）

・
発
行
手
数
料　
５
０
０
円
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ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

議
会
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

お
知
ら
せ
広
場

特　
集

　厳しい寒さが続いていますが、みなさん
いかがお過ごしでしょうか。体調管理には十
分お気をつけください。

　１月からスタートしたＮＨＫ大河ドラマ『江
～姫たちの戦国～』第２回の放送で、伊勢
上野城（津市）が舞台として放送されました。
また1月11日には江姫とお市（江姫の母）
の生涯を描いた小説『お市とお江』が出版
されました。
　田丸城主の織田信雄と江姫とは従兄妹に
あたり、お伊勢参りには田丸城に立ち寄った
とされています。
　今、全国各地でパワースポットが注目さ
れていますが、田丸城跡や熊野街道、神
宮摂・末社を訪ねて、町を歩く人たちを多
く見受けます。
　町の歴史・文化を大切にして、魅力を高
めていかねばならないと感じています。

　1月９日、平成２３年成人式では、約２００
人の門出を祝いました。新成人を代表して
大島慶之さんの誓いの言葉、立派な態度
に大変関心いたしました。新成人のみなさ
まには『江姫』のように、家族の絆、人と
の絆を大切に活躍していただきたいと心から
願っています。

1月１7日　町長室にて

町長
コラム

建
設
課
（
５
８
）
８
２
０
５

建
設
た
よ
り

■
町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　
次
の
要
領
に
よ
り
町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
住
宅　
城
東
団
地　
中
層
耐
火
４
階
建　
３
Ｄ
Ｋ

募
集
戸
数　
１
戸

※�

た
だ
し
、
募
集
中
に
空
戸
数
が
増
と
な
っ
た
場
合
は
、

募
集
戸
数
を
追
加
し
ま
す
。

受
付
期
間　
１
月
31
日
（
月
）
～
２
月
14
日
（
月
）　

　
　
　
　
　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
７
時

　
　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

入
居
料
お
よ
び
敷
金

　
入
居
料
は
前
年
度
所
得
か
ら
算
出
し
ま
す
。
敷
金
は
、

入
居
料
の
３
カ
月
分
で
す
。

※�

収
入
基
準
額
（
月
額
）
1
5
8
、0
0
0
円
を
超
え
て
い

る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
申
込
み
を
お
断
り
い
た
し
ま
す
。

入
居
資
格
者

　
町
に
住
所
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
町
内
に
勤
務
し
て
い

る
方

※
１　

�

単
身
者
（
60
歳
未
満
）、
ま
た
は
家
族
を
不
自
然

に
分
割
し
て
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
２　

�

そ
の
他
、
町
営
住
宅
管
理
条
例
に
基
づ
き
、
入
居

資
格
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

申
込
方
法

　
入
居
申
込
書
に
次
の
書
類
を
添
付
し
、
建
設
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

①
町
営
住
宅
（
補
欠
）
入
居
申
込
書
（
様
式
有
）

②
入
居
者
（
全
員
）
の
住
民
票

③
平
成
22
年
分
源
泉
徴
収
票
も
し
く
は
そ
れ
に
代
わ
る
も
の

④
在
勤
在
職
証
明
書
（
様
式
有
）

⑤
町
営
住
宅
連
続
抽
選
落
選
者
申
告
書
（
様
式
有
）

※�

連
続
抽
選
落
選
者
と
は
直
前
３
回
の
町
営
住
宅
の
募
集

に
お
い
て
抽
選
で
落
選
し
た
も
の
と
し
ま
す
。

⑥�

完
納
証
明
書
（
町
内
勤
務
で
町
外
に
在
住
し
て
い
る
方

は
、
在
住
の
役
所
で
お
取
寄
せ
の
う
え
、
申
請
し
て
く

だ
さ
い
）

入
居
日　
３
月
下
旬
予
定
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■�

平
成
23
年
度　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
所
申
込

受
付

　
平
成
23
年
度
入
所
申
込
み
を
次
の
と
お
り
受
付
け
ま
す
。

【
受
付
期
間
】

　
２
月
１
日
（
火
）
～
15
日
（
火
）

【
対
象
児
童
】

　
町
立
小
学
校
に
通
学
す
る
（
予
定
者
含
む
）
新
小
学
１・２
・

３
年
生
（
心
身
に
障
が
い
が
あ
る
児
童
は
６
年
生
ま
で
）

【
申
込
資
格
】

　
児
童
の
保
護
者
（
同
居
の
親
族
を
含
む
）
が
、
労
働
等
に
よ

り
対
象
児
童
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
限
り
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

　
「
玉
城
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
所
申
込
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
保
護
者
（
65
歳
以
下
の
同
居
の
保
護
者
含
む
）
の

就
労
証
明
書
と
と
も
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
す
で
に
入
所
し
て
い
る
児
童
に
つ
い
て
も
申
込
み
が

必
要
で
す
。

【
申
込
用
紙
等
の
配
布
】

　
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
・
保
健
福
祉
会
館
お
よ
び
生
活
福

子
育
て
総
合
支
援
室
（
５
８
）
８
０
０
０

子
育
て
支
援
た
よ
り

保
健
福
祉
会
館
（
５
８
）
８
０
０
０

保
健
事
業
た
よ
り

■
妊
婦
健
診
の
公
費
助
成
が
拡
充
さ
れ
ま
す
！

　
町
で
は
、妊
婦
健
診
に
か
か
る
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
が
、

１
月
か
ら
助
成
さ
れ
る
検
査
項
目
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

【
検
査
項
目
】　�

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
―
１
抗
体
検
査
（
ヒ
ト
白
血
病
ウ

イ
ル
ス
ー
１
型
）

【
対　
　
象
】

　
こ
れ
ま
で
に
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
―
１
抗
体
検
査
を
受
け
て
い
な
い
妊

婦
さ
ん
（
妊
娠
中
に
１
回
検
査
）。

　
妊
婦
健
診
を
受
け
る
こ
と
は
妊
婦
さ
ん
や
赤
ち
ゃ
ん
を
守

る
う
え
で
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
妊
娠
が
わ
か
っ
た
ら
早

め
に
受
診
し
、
か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
平
成
22
年
12
月
末
ま
で
に
妊
娠
届
出
を
さ
れ
た
方

は
、
受
診
す
る
医
療
機
関
で
受
診
票
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で

新
た
な
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
定
期
予
防
接
種
実
施
医
療
機
関
の
お
知
ら
せ

　
今
年
８
月
か
ら
再
開
さ
れ
た
日
本
脳
炎
Ⅱ
期
（
9
歳
～
13
歳

未
満
）
の
予
防
接
種
は
次
の
医
療
機
関
で
も
実
施
で
き
ま
す
。

　
お
ざ
き
内
科
ク
リ
ニッ
ク　
　
西
山
ク
リ
ニッ
ク

　
山
﨑
外
科
内
科　
　
　
　
　

 

山
本
医
院

■�

麻
し
ん
・
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
）
予
防
接
種
は
お
済

み
で
す
か
？

　
麻
し
ん
・
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
）
第
２
期
、
第
３
期
、
第
４
期
の

予
防
接
種
を
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
平
成
23
年
３
月
31
日

ま
で
に
実
施
医
療
機
関
に
て
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

【
対　
　
象
】

第
２
期

　
平
成
16
年
4
月
2
日
～
平
成
17
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

第
３
期

　
平
成
9
年
4
月
2
日
～
平
成
10
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

第
４
期

　
平
成
4
年
4
月
2
日
～
平
成
5
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

教
育
委
員
会　
（
５
８
）
８
２
１
２

教
育
た
よ
り

■
就
学
援
助
制
度
の
お
知
ら
せ

　
町
で
は
、
小
・
中
学
校
に
通
う
児
童
生
徒
を
お
持
ち
で
、

経
済
的
に
お
困
り
の
家
庭
に
学
用
品
費
、
給
食
費
、
修
学

旅
行
費
な
ど
の
一
部
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
家
庭
の
児
童
生
徒
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼�

生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
の
停
止
ま
た
は
廃
止
に
な
っ

た
家
庭

▼
生
活
保
護
家
庭
に
準
ず
る
程
度
生
活
に
困
っ
て
い
る
家
庭

▼
国
民
健
康
保
険
料
の
減
免
ま
た
は
徴
収
猶
予
の
家
庭

▼
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
家
庭

　
そ
の
他
、
生
活
状
態
が
不
安
定
な
家
庭
が
基
準
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
、
個
別
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す
。
現
在
受
給
中
の
家

庭
で
、
引
き
続
き
援
助
を
必
要
と
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず

申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
４
月
か
ら
の
援
助
を
受
け
る
た
め
に
は
、
３
月
31
日
ま

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
年
度
途
中
の
申
請
は
、

申
請
翌
月
か
ら
の
援
助
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
教
育
委
員
会
に
小
林
加
代
子
教
育
委
員
が
就
任

　
12
月
22
日
に
荻
田
弘
光
教
育

委
員
が
退
任
し
、
12
月
23
日
か

ら
、
小
林
加
代
子
（
岡
村
）
教

育
委
員
が
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
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●2月3日（木）
　午前中（田丸保育所・有田保育所）
●2月16日（水）
　午前中（外城田保育所・下外城田保育所）

田丸（58）3077
有田（58）4411

※お問合せは、それぞれの保育所へお願いします。

外城田　 （58）3925
下外城田（58）4932

町立保育所
園庭開放の
ご 案 内
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祉
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
申

請
書
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

【
入
所
承
認
】

　
関
係
書
類
を
審
査
の
上
、
３
月
上
旬
決
定
し
ま
す
。

【
利
用
料
】
月
額
５
，
０
０
０
円

【
そ
の
他
】

　
春
休
み
な
ど
の
長
期
休
暇
等
の
臨
時
申
し
込
み
方
法
は
本
紙

３
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
利
用
者
説
明
会
を
3
月

13
日
（
日
）
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
次
の
所
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

さ
く
ら
児
童
ク
ラ
ブ	
（
５
８
）
８
５
２
７

梅
が
お
か
児
童
ク
ラ
ブ	

（
５
８
）
８
３
４
５

い
な
ほ
の
郷
児
童
ク
ラ
ブ	

（
５
８
）
３
９
５
６

　
　
保
健
福
祉
会
館
（
子
育
て
総
合
支
援
室
）

	

（
５
８
）
８
０
０
０

　
　
生
活
福
祉
課	

（
５
８
）
８
２
０
３

■
パ
パ
マ
マ
教
室

日
に
ち	

１
日
目　
２
月
21
日
（
月
）

	

２
日
目　
２
月
27
日
（
日
）

時　
間　
午
前
10
時
～
正
午

場　
所　
保
健
福
祉
会
館

内　
容

　
１
日
目　
妊
娠
・
出
産
に
つ
い
て

	　
　
講
師
:
助
産
師 

宮
木
孝
子
氏（
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
マ
イ
ル
モ
モ
）

	　
＊
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
、
妊
娠
中
の
こ
と
、
出
産
の
こ
と
、

　
　
妊
婦
さ
ん
の
知
り
た
い
こ
と
を
聞
い
て
く
だ
さ
い

　
２
日
目　

�

赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
・
先
輩
パ
パ
マ
マ
の
話
・

パ
パ
の
妊
婦
体
験
・
町
の
事
業
紹
介

　
※
１
日
だ
け
の
参
加
も
可
能
で
す
。

　
※�

ご
希
望
の
方
は
、
子
育
て
総
合
支
援
室
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

（趣味・実用）

　暦の上では春ですが、まだまだ寒い日が続きます。梅の開花を心待
ちにしながら、心温まる本を読んでみてはいかがでしょうか。
　玉城町図書館では、旬の本・話題の本を取り揃え、皆さんのご
来館をお待ちしています。どうぞご利用ください。なお、新規でご
利用の方は図書カードの登録が必要です。（身分証明書をご持参く
ださい）

購入図書
岡野友彦「北畠親房」、齋藤智裕「ＫＡＧＥＲＯＵ」、内田康夫「風
のなかの櫻香」、里見蘭「さよなら、ベイビー」、隆慶一郎「吉原
御免状」、東川篤哉「謎解きはディナーのあとで」、今邑彩「ルー
ムメイト」、大石静「セカンドバージン」、東野圭吾「名探偵の掟」、
植村花菜「トイレの神様」、小川糸「つるかめ助産院」、斎藤茂太「い
い言葉はいい人生をつくる」、松本ぷりっつ「うちの３姉妹１４」
（実用書）
池田暁子「一日が見えてラクになる ！ 時間整理術 ！ 」、太田知子「子
育てハッピーたいむ１　ななとひよこの楽しい毎日」、清水美紀「チョ
コスイーツ」、神崎恵「３分からはじめる大人のアイメイク」、やまし
たひでこ「断捨離で日々是ごきげんに生きる知恵」、浅野ななみ監
修「たのしくおどろう ！ ＤＶＤつき手あそびうた」
（児童書）
高橋うらら「犬たちがくれた音」、一期一会製作委員会「一期一
会　世界一の親友。」、原ゆたか「かいけつゾロリのめいたんてい
とうじょう」
（絵　本）
中川ひろたか「おにはうち！」「きみたちきょうからともだちだ」、か
がくいひろし「ふしぎなでまえ」、長谷川義史「いいからいいから３」、
古川正和「のりものえほん」、ウォルター・ウィック「チャレンジミッケ！
７パイレーツ」、のぶみ「ぼく、仮面ライダーになる！オーズ編」、ゆ
きのゆみこ「わんぱくだんのガリバーランド」、よしながこうたく「あ
いさつ団長」、おかしゅうぞう「いちねんせいのがっこうたんけん」、
姫野ちとせ「イルカの子」

　読みたい本のリクエストがありましたら下記へお願いします。（予算、
内容に照らし、購入を検討させていただきます。）

お問合せ
玉城町図書館（58）8212

※�玉城町図書館は村山龍平
記念館内１階にあります

図書館だより
～新着図書のお知らせ～
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生
活
福
祉
課
（
５
８
）
８
２
０
３

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

み
な
さ
ん
改
選

　
任
期
満
了
に
伴
う
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、

12
月
１
日
付
け
で
次
の
方
々
が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
３
年
で
す
。
な
お
、
主
任
児
童
委
員
あ
わ
せ
合

計
34
人
の
み
な
さ
ん
に
ご
尽
力
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■民生委員・児童委員（平成２２年１２月１日～平成２５年１１月３０日）

氏　名 性別 住　所 担　当　地　区
中西　美千代 女 原 1541 原（1 ～ 5 組）　　
中野　孝世 女 原 918 原（6 ～ 13 組）
大北　幸松 男 山神 699 矢野、積良、山神
杉木　孝生 男 矢野 579-23 玉城苑
藤川　幸子 女 蚊野 2044-2 蚊野茶屋、ピュアタウン蚊野
吉川　雅子 女 勝田 2729-1 田宮寺、勝田
中村　功 男 野篠 943 蚊野、松ヶ原、野篠
荻田　安夫 男 勝田 3172-22 浜塚団地
出口　武 男 勝田 2204-120 公園通り
河辺　政雄 男 佐田 1025 上町、本町、浦町、三ツ橋
前田　圭枝 女 田丸 120-2 魚町、大手町
中川　正彦 男 田丸 192-3 勝田町
矢土　敏久 男 佐田 300-1 殿町、板屋町、萱町
阪本　満治 男 佐田 863-1 栄町 1 区、アパート
西村　武夫 男 佐田 1004 新田町1・2・3・8組・城東すみれ団地
中山　美佐子 女 佐田 973-3 新田町 4・5・6・7・9 組
尾上　利幸 男 妙法寺 623-1 第 1・2 城東団地
松田　治 男 上田辺 1945-8 羽根、茶屋
松井　八重子 女 下田辺 895 下田辺、城西
田所　充子 女 上田辺 762-11 西世古、朝久田、ホームタウン上田辺
前川　和美 女 佐田 273-2 元町、南新町
松田　敏己 男 佐田 479-4 栄町 3・4 区
小林　多賀男 男 佐田 1683-2 栄町 2 区、養殖研
植村　哲雄 男 世古 821-1 長更、井倉、世古
坂井　亘 男 門前 325 門前、坂本、日向
奥田　幸雄 男 玉川 562-1 岡村、上玉川、下玉川、平
正岡　敏郎 男 妙法寺 451 妙法寺、エバーグリーン玉城
山中　德生 男 中楽 305 中楽、久保
加藤　完治 男 中楽 442-6 荒子団地、伊勢団地
松尾　昭彦 男 岡出 83-3 宮古、岡出
西山　常夫 男 小社曽根 1152 冨岡、小社、曽根、山岡
岩﨑　正 男 岩出 990 昼田、中角、岩出、ファーストタウン中角
■主任児童委員
松田　寛治 男 岡出 193-5
秋山　則子 女 上田辺 577-10

日
に
ち　
２
月
24
日
（
木
）

受　
付　
午
後
１
時
～
３
時

場　
所　
伊
勢
庁
舎
（
衛
生
教
育
室
）

内　
容　
専
門
医
：
保
健
師
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

※�

相
談
は
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
伊
勢

保
健
福
祉
事
務
所　
地
域
保
健
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

伊
勢
保
健
福
祉
事
務
所
地
域
保
健
課　
（
2
7
）
5
1
4
8

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

■
行
政
・
心
配
ご
と
相
談

日
に
ち　
２
月
10
日
（
木
）・
20
日
（
日
）

時　
間　
午
後
１
時
～
３
時

場　
所　
保
健
福
祉
会
館

相
談
員　
民
生
児
童
委
員
・
行
政
相
談
員
・
人
権
擁
護
委
員

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
】

■
す
い
す
い
キ
ッ
ズ　
カ
ラ
フ
ル
ら
い
お
ん

日
に
ち　
２
月
９
日
（
水
）

時　
間　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場　
所　
保
健
福
祉
会
館　
研
修
室

内　
容　
小
麦
粉
粘
土
で
遊
ぼ
う
！（
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
）

持　
物　
新
聞
紙

■
は
な
♪
は
な
♪
お
は
な
し
会

日
に
ち　
２
月
18
日
（
金
）

時　
間　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場　
所　
保
健
福
祉
会
館　
研
修
室

対　
象　
０
～
３
歳
児
（
未
就
園
児
）

■
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

日
に
ち　
2
月
2
日
・
16
日
（
水
）

時　
間　
午
後
４
時
～
４
時
30
分

場　
所　
さ
く
ら
児
童
館

日
に
ち　
2
月
9
日
・
23
日
（
水
）

時　
間　
午
後
３
時
45
分
～
４
時
15
分

場　
所　
梅
が
お
か
児
童
館

社
会
福
祉
協
議
会　
（
５
８
）
６
９
１
５

社
協
た
よ
り
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Information 2 -February-

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

議
会
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

お
知
ら
せ
広
場

特　
集 子育て支援＆保健事業カレンダー	 保健福祉会館　（58）8000

子育て
日にち 事業名 時間 場所 内　　　容 対　　象 申込 備考

2 月 1 日（火） 1 歳のひろば 10：30 ～
11：30 保健福祉会館 わらべうたあそび H20.4.2 ～ H21.4.1

生まれのお子さん ―

2 月 3 日（木） ぴよぴよサロン 10：30 ～
11：30 保健福祉会館 ベビーマッサージ 生後 2 カ月～

6 カ月のお子さん 要

2 月 15 日（火） 2 歳児のお子さ
ん集まれー！

10：30 ～
11：30 保健福祉会館 おひなさまかざりをつ

くろう
H19.4.2 ～
H20.4.1 生まれ
のお子さん

ー

2 月 17 日（木） はいはいサロン 10：30 ～
11：30 保健福祉会館 わらべうた・絵本・お

しゃべり
生後 7 カ月～ 11
カ月のお子さん ―

毎週月曜日
〜金曜日

子育て支援タイム
「にこにこ」

10：00 ～
15：00

保健福祉会館 
（幼児児童福祉室）

こどもたちが、自由に遊びな
がら、親子、親同士が楽しく
ふれあう場です。
また子育ての不安や悩みの相
談にも応じます。また、第１・
３金曜日は、「すくすく測定日」
です。身体計測ができます。

子 育 て 中 の 親
子（おじいちゃ
ん・おばあちゃ
んも大歓迎）

― 土・ 日・ 祝 日
は休み

保健（母子）
日にち 事業名 時間 場所 内容 対　　象 申込 備考

2 月 9 日（水） 3 歳児健康診査
12：50 ～
13：20

（受付時間）
保健福祉会館

小児科健診・歯科健診・
身体計測・検尿・問診
など

H19.8.1 ～ 9.30
生まれのお子さん
前回未受診のお子
さん

― 該当児には個
人通知します。

2 月 10 日（木） ７カ月児相談
13：00 ～
13：15

（受付時間）
保健福祉会館

はな♪はな♪おはなし会
さんの絵本の読み聞か
せ・身体計測・問診・離
乳食の相談・育児相談

Ｈ22.6.16～7.15
生まれのお子さん
前回未受診のお子
さん

― 該当児には個
人通知します。

2 月 10 日 ( 木 )
24 日 ( 木 ) 乳幼児相談

10 日　
10：00 ～
11：30
24 日
10：00 ～
11：30
13：30 ～
14：30

保健福祉会館

身体計測・離乳食や子
育て全般に関する相
談・助産師のおっぱい
相談（24 日のみ）

生後 2 カ月～
未 就 園 の お 子
さん

―

おっぱい相談
のみ要予約。
母子手帳をお
持ちください。

2 月 16 日（水） 子ども相談
10：00 ～
16：00

（最終受付）
保健福祉会館

臨床心理士による育児
相談・必要に応じて発
達検査等

乳 幼 児、 小 中
学 生 の お 子 さ
んと保護者

要 ひとり 1 時間
程度

2 月 23 日（水） 離乳食教室
（中期～完了）

10：20 ～
11：45 保健福祉会館 離乳食についての講話と

試食・絵本の読み聞かせ
生後８ヵ月～ 1 歳６ヵ
月までのお子さん 要 母子手帳をお

持ちください。
保健（成人）

日にち 事業名 時間 場所 内容 対　　象 申込 備考

2 月 7 日（月） 健康相談  9：30 ～
10：30 保健福祉会館 血圧測定、検尿、健康

に関する相談 40 歳以上の方 ―

毎週火曜日
第２土曜日 個別乳がん検診

毎週火曜日
13：40 ～
15：00
第２土曜日

8：30 ～
11：45

玉城病院

40 歳以上　マンモグ
ラフィ検診・超音波検
診・医師の視触診
30 ～ 39 歳　超音波
検診・医師の視触診

30 歳以上の
女性 要

料金：
40 歳以上 1,200 円
30 ～ 39 歳 700 円
年度内はひとり
1回に限ります。
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み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
す
。

　

寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
い
っ
ぱ
い
着
込
ん
で
動

き
に
く
く
な
っ
た
り
、
体
を
縮
込
ま
せ
て
い
て
肩
が
凝
っ

た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
寒
い
時
に
は
じ
っ
と
し
て
い
な
い
で
、
手
と
手
を
こ
す
り

合
わ
せ
た
り
、
手
の
ひ
ら
で
太
も
も
を
こ
す
っ
た
り
、
足

踏
み
を
し
た
り
し
て
、
体
を
動
か
し
て
熱
を
発
生
さ
せ
ま

し
ょ
う
。
少
し
動
か
す
だ
け
で
も
、あ
っ
た
ま
っ
て
き
ま
す
。

試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
12
月
号
の
こ
の
ペ
ー
ジ
で
、

　

上
記
の
よ
う
な
光
景
に
出
く
わ
し
た
と
き
、
み
な
さ
ん

は
ど
の
よ
う
に
感
じ
、
ど
の
よ
う
な
態
度
や
行
動
を
と
り

ま
す
か
？
と
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　

残
念
な
こ
と
に
セ
ン
タ
ー
に
は
１
件
も
ご
意
見
が
寄
せ

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
自
分
に
は
関
係
な
い
と
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
が
多
い

の
で
し
ょ
う
か
？

　
し
か
し
、
私
た
ち
が
住
み
慣
れ
た
玉
城
町
で
、
安
全
・

安
心
に
自
由
に
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、

少
し
ば
か
り
み
な
さ
ん
が
お
節
介
に
な
っ
て
、
気
に
と
め

る
こ
と
が
で
き
る
地
域
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
そ
こ
で
、
み
な
さ
ん
に
お
願
い
で
す
。

　
ち
ょっ
と
変
だ
な
？
と
思
っ
た
光
景
を
目
に
し
た
り
、
通

常
よ
り
大
き
な
叫
び
声
や
泣
き
声
を
耳
に
し
た
時
は
、

①�

勇
気
を
出
し
て「
ど
う
し
た
の
？
」「
な
に
か
あ
っ
た
の
？
」

と
声
を
か
け
て
み
る

②
玉
城
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
す
る

③
生
活
福
祉
課
（
５
８
）
８
２
０
３
に
連
絡
す
る

の
い
ず
れ
か
の
行
動
を
起
こ
し
て
く
だ
さ
い
。

　
一
人
ひ
と
り
の
勇
気
あ
る
行
動
が
、
大
切
な
命
を
守
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
困
っ
て
い
る
方
や
高
齢
者
に
限
り
ま
せ
ん
。

障
が
い
者
や
幼
い
子
ど
も
で
あ
っ
て
も
同
様
で
す
。

　
わ
た
し
た
ち
は
世
界
に
二
人
と
い
な
い
、
大
切
な
存
在

で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
生
き
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
（
５
８
）７
３
７
３

　
夕
方
、
犬
の
散
歩
を
し
て
い
る
と
、

お
ば
あ
さ
ん
が
道
路
に
立
っ
て
家
の

中
を
う
か
が
っ
て
い
ま
す
。寒
く
な
っ

て
き
た
の
に
薄
着
で
、
靴
下
も
履
か

ず
に
サ
ン
ダ
ル
履
き
で
す
。
か
す
か

に
お
し
っ
こ
の
に
お
い
も
し
ま
す
。

よ
く
見
る
と
、
髪
の
毛
も
ぼ
さ
ぼ
さ

で
、
や
せ
細
っ
て
い
ま
す
。
目
が
合

う
と
、
お
び
え
た
よ
う
に
う
つ
む
き

ま
す
。

場
面

■�

自
動
車
の
検
査
登
録
制
度
等
は
、
車
社
会
を
支
え
る

ル
ー
ル
で
す

　
月
末
・
週
末
は
、
登
録
申
請
手
続
き
・
相
談
等
が
集
中
し
、
窓

口
が
混
雑
し
ま
す
。

　
特
に
、
年
度
末
の
３
月
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
の
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
自
動
車
の
登
録
等
、
自
動
車
税
等
に

関
す
る
手
続
き
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
申
請
・
届
出
関
係
〉

●
普
通
自
動
車
・
２
５
０
cc
を
超
え
る
オ
ー
ト
バ
イ

三
重
運
輸
支
局	

０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
５
５

※�

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
録
音
に
よ
る
案
内
）
は
、
24
時
間
利
用

可
能
で
す
。

※�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
も
登
録
等
手
続
き
の
情
報
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

中
部
運
輸
局　

http://w
w

w
.m

lit.go.jp/chubu/

●
軽
自
動
車

軽
自
動
車
検
査
協
会
三
重
事
務
所	

０
５
９
（
２
３
４
）
８
４
３
１

●
１
２
５
cc
を
超
え
２
５
０
cc
以
下
の
オ
ー
ト
バ
イ

　
県
軽
自
動
車
協
会	

０
５
９
（
２
３
４
）
８
６
１
１

●
１
２
５
cc
以
下
の
オ
ー
ト
バ
イ

　
税
務
住
民
課	

（
５
８
）
８
２
０
１

〈
税
金
関
係
〉

●
自
動
車
税
・
自
動
車
取
得
税

　
県
自
動
車
税
事
務
所	

０
５
９
（
２
２
３
）
５
０
４
２

●
軽
自
動
車
税
（
２
５
１
cc
以
上
の
オ
ー
ト
バ
イ
含
む
）

　
県
軽
自
動
車
税
等
事
務
共
同
処
理
協
議
会

	

０
５
９
（
２
３
４
）
７
０
７
６

　
混
雑
緩
和
に
ご
協
力
を
！

三
重
運
輸
支
局
０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
５
５

自
動
車
の
登
録
等
、
自
動
車

税
等
に
関
す
る
手
続
き
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ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

議
会
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

お
知
ら
せ
広
場

特　
集

　
　■

其
の
五

町
内
で
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

　
以
前
か
ら
お
伝
え
し
て
い
ま
す
が
、
玉
城

町
で
は
現
在
、町
内
で
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
先
月
号
で
は
、そ
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
す
る
の
か
と
い
う
活
動
の
イ
メ
ー
ジ

を
も
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、近
隣
市
町
の
活

動
例
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
近
隣
市
町
の
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、
決
し
て
一
朝
一
夕
に
出

来
上
が
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

ま
で
の
地
域
で
の
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
の
蓄
積
の
上
に
設
立
さ
れ

て
き
た
も
の
で
す
。
玉
城
町
に
お
い
て
も
、

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、
町
内
の

こ
れ
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
と
無
関
係
に
設

立
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
の
積
み
重
ね
の
上
に
設
立
さ
れ
る
の
が
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
玉
城
町
に
お
け
る
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
あ
り
方
を
考
え

て
い
く
た
め
の
材
料
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
町

内
で
取
り
組
ま
れ
て
き
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に

つ
い
て
少
し
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
町
内
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
関
連

の
団
体
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
代
表
的
な
団

体
と
し
て
玉
城
町
体
育
協
会
が
あ
り
ま
す
。

同
協
会
に
は
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
野
球
、
弓
道
協
会
な
ど
種
目
ご
と
の

協
会
が
あ
り
、
毎
年
恒
例
の
町
民
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
や
弓
道
教
室
な
ど
、
同
協
会
の

協
力
を
得
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
町
内
の
施
設
で
活
動
さ
れ
て

い
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
教

室
な
ど
の
団
体
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
と
い
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
関

連
団
体
も
町
内
で
は
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
体
育
指
導
委
員
・
教
育
委
員
会

主
催
の
ハ
イ
キ
ン
グ
や
水
泳
教
室
、
ウ
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ス
タ
な
ど
と
い
っ
た
取
り
組
み
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
活
動
も
念
頭
に
お
い
て
、
今
後

玉
城
町
に
ふ
さ
わ
し
い
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
関
す

る
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
会　
生
涯
教
育
係

T
E
L
（
５
８
）
８
２
１
２

F
A
X
（
５
８
）
７
５
８
８

E

‐m
ail : syoukyou@

tow
n.tam

aki.lg.jp

ス
ポ
ー
ツ
と
ま
ち
づ
く
り

　
「
寒
い
～
」と
身
を
縮
め
る
こ
と
が
多
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
手
洗
い
・
う
が
い
を
励
行
し

て
元
気
に
乗
り
切
り
た
い
で
す
ね
。

　
「
い
つ
ま
で
グ
ズ
グ
ズ
し
て
る
の
」「
早
く
し

て
」「
ダ
メ
」「
い
け
ま
せ
ん
」「
言
う
こ
と
を

聞
き
な
さ
い
」

　

一
日
の
生
活
の
中
で
お
子
さ
ん
に
何
回
こ

ん
な
言
葉
を
か
け
て
い
る
の
か
振
り
返
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
。
活
字
に
し
て
み
る
と
び
っ

く
り
す
る
ぐ
ら
い
否
定
的
な
言
葉
で
す
よ
ね
。

も
し
自
分
が
大
好
き
な
人
か
ら
毎
日
毎
日
こ

ん
な
否
定
的
な
言
葉
を
言
わ
れ
た
ら
ど
う
で

し
ょ
う
。
私
な
ら
い
や
に
な
り
ま
す
。

　
日
本
に
は
昔
か
ら
「
言こ

と

霊だ
ま

」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。
言
葉
に
は
魂
が
宿
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
否
定
的
な
言
葉
か

ら
発
せ
ら
れ
る
思
い
が
子
ど
も
た
ち
の
心
に

積
み
重
な
っ
て
い
き
ま
す
。
同
じ
こ
と
を
伝

え
た
い
な
ら
否
定
的
な
言
葉
を
使
わ
ず
に
肯

定
的
な
言
葉
を
使
っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

少
し
練
習
が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
ず

は
自
分
が
発
し
て
い
る
言
葉
を
振
り
返
っ
て

み
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
自

分
で
も
び
っ
く
り
す
る
く
ら
い
た
く
さ
ん
の
言

葉
を
子
ど
も
に
発
し
て
い
ま
す
よ
ね
。
さ
て
、

次
は
練
習
で
す
。
い
つ
も
な
ら
「
早
く
片
付

け
な
さ
い
」
と
い
う
と
こ
ろ
を
「
一
緒
に
片

付
け
よ
か
。
ブ
ロ
ッ
ク
は
こ
こ
に
入
れ
て
」
と

言
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。
具
体
的
で
わ
か
り

や
す
い
し
、
子
ど
も
も
い
や
な
気
持
ち
が
し

ま
せ
ん
よ
ね
。
そ
の
つ
い
で
に
「
ブ
ロ
ッ
ク
を

き
れ
い
に
片
付
け
ら
れ
た
ね
。
お
母
さ
ん
も

う
れ
し
い
わ
」
な
ん
て
お
ま
け
を
つ
け
た
ら
、

子
ど
も
も
お
母
さ
ん
も
ニ
コ
ニ
コ
で
片
付
け
終

了
で
す
。
い
つ
ま
で
も
起
き
て
い
る
子
に
「
い

つ
ま
で
起
き
と
ん
の
、
早
く
寝
な
さ
い
！
」

と
い
う
よ
り
「
今
す
ぐ
寝
て
く
れ
る
と
、
お

母
さ
ん
う
れ
し
い
な
あ
」
と
言
っ
た
ほ
う
が
結

果
は
ど
う
で
あ
れ
、
お
互
い
ケ
ン
カ
越
し
に

な
ら
な
く
て
す
む
で
し
ょ
う
。

　
「
頭
で
は
わ
か
っ
て
い
る
ん
だ
け
ど
…
。
子

ど
も
の
顔
を
み
る
と
つ
い
…
。」そ
の
気
持
ち
、

よ
く
わ
か
り
ま
す
。
で
も
、
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
せ
ん
か
。
や
っ
て
み
て
、
手
ご
た
え
を

感
じ
る
と
そ
ん
な
に
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
で

す
よ
、
き
っ
と
。
お
母
さ
ん
た
ち
も
失
敗
し

て
い
い
ん
で
す
。
で
も
や
っ
て
み
る
こ
と
、や
っ

て
み
よ
う
と
思
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
や
っ
て
み
た
ら
、「
お
母
さ
ん
、
ど
う
し

た
ん
？
」
と
び
っ
く
り
さ
れ
そ
う
で
す
が・・・。

　

自
分
の
口
か
ら
発
す
る
言
葉
で
周
囲
の
人

が
優
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
よ
う
に
…
意

識
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

に
こ
に
こ
チ
ャ
ン
ネ
ル

子
育
て
情
報
お
届
け
し
ま
す
子
育
て
総
合
支
援
室　
（
５
８
）
８
０
０
０

シ
リ
ー
ズ　
実
り
あ
る
人
生
と
ス
ポ
ー
ツ
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○
利
用
し
て
い
な
い
サ
イ
ト
料
金
を
請
求
す
る「
架
空
請
求
詐
欺
」

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、

○
家
族
な
ど
に
相
談
し
、
直
ぐ
に
振
り
込
ま
な
い
。

○
「
携
帯
電
話
の
番
号
を
変
え
た
」
は
要
注
意
！

　
必
ず
本
人
や
家
族
な
ど
の
関
係
者
に
事
実
確
認
を
す
る
。

○
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
は
無
視
す
る
。

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
お
か
し
い
な
」
と
思
っ
た
ら
、
警
察
署
、
交
番
・
駐
在
所
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■�

交
通
死
亡
事
故
多
発

　
昨
年
中
（
12
月
31
日
）、
伊
勢
警
察
署
管
内
で
は
、
14
件
の

交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
、
14

人
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
65
歳
以
上
の
高
齢

者
が
12
人
を
占
め
て
い
ま
す
。

歩
行
者
の
み
な
さ
ん
、
道
路
を

横
断
す
る
と
き
は
、
左
右
を
よ

く
確
認
し
、
車
の
通
行
に
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
夕
暮

れ
時
や
夜
間
は
夜
光
反
射
材
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
、
交

通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
速

度
は
控
え
め
に
し
て
安
全
確
認

を
し
っ
か
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

三
重
労
働
局
で
は
、
職
場
で
の
い
じ
め
、
解
雇
、
労
働
条

件
引
下
げ
等
の
労
働
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
①
労
働
相
談
、
②

判
例
等
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
③
三
重
紛
争
調
整
委
員
会
に
よ
る

あ
っ
せ
ん
（
話
合
い
の
機
会
の
設
定
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
匿
名

で
の
相
談
も
可
能
で
す
。

　
相
談
窓
口
と
し
て
、
県
内
７
箇
所
に
総
合
労
働
相
談
コ
ー

ナ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
三
重
労
働
局
総
務
部
企
画
室（
T
E
L
0
5
9
ー

2
2
6
ー
2
1
1
0
）

に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
三
重

労
働
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.m

ie.plb.
go.jp/

）
も
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

三
重
労
働
局
総
務
部
企
画
室
0
5
9
（
2
2
6
）
2
1
1
0

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
に

つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■�

あ
と
を
絶
た
な
い
「
振
込
め
」
詐
欺

　
振
込
め
詐
欺
は
、「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」、「
架
空
請
求
詐
欺
」、「
融

資
保
証
金
詐
欺
」、「
還
付
金
等
詐
欺
」
を
言
い
、
伊
勢
警
察

署
管
内
で
も
、
こ
れ
ら
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
の
手
口
は
、

○
警
察
官
、
金
融
庁
の
職
員
を
か
た
る
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」

○
子
ど
も
や
孫
を
か
た
る
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」

伊
勢
警
察
署
（
２
０
）
０
１
１
０

伊
勢
警
察
署
た
よ
り

区分 本年 昨年同期 増減数
総件数 5,380 5,270 +110

人身事故 962 944 +18
死者数 14 7 +7

物損事故 4,418 4,326 +92

伊勢警察署管内の交通事故発生状況
（Ｈ 22．１月～ 12 月末（12 月 31 日現在概数））

相談窓口 所在地 電話番号
三重労働局
総合労働相談コーナー

津市島崎町 327-2
（三重労働局総務部企画室内） 059 - 226 - 2110

四日市総合労働相談コーナー 四日市市新正 2-5-23
（四日市労働基準監督署内） 059 - 352 - 9776

松阪総合労働相談コーナー 松阪市高町 493-6
（松阪労働基準監督署内） 0598 - 51 - 0015

津総合労働相談コーナー 津市島崎町 327 － 2
（津労働基準監督署内） 059 - 227 - 1281

伊勢総合労働相談コーナー 伊勢市船江 1-12-16
（伊勢労働基準監督署内） 0596 - 28 - 2164

伊賀総合労働相談コーナー 伊賀市緑ヶ丘本町 1507-3
（伊賀労働基準監督署内） 0595 - 21 - 0802

熊野総合労働相談コーナー 熊野市井戸町 672-3
（熊野労働基準監督署内） 0597 - 85 - 2277

　
三
重
労
働
局
で
は
、
月
１
回
、
個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
上
の
様
々
な
疑
問
や
相
談
に
お
答
え
し

て
い
ま
す
。
相
談
費
用
は
無
料
で
す
。

日 

に 

ち　
毎
月
第
３
水
曜
日

時　
　
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

場　
　
所　
三
重
労
働
局
総
務
部
企
画
室

　
　
　
　
　
（�

津
市
島
崎
町
3
2
7
ー
2 
津
第
２
地
方
合
同

庁
舎
３
階
）

お
問
合
せ　
0
5
9
（
2
2
6
）
2
1
1
0

相
談
の
種
類
…�

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
等
に
関
す
る
各
種
相

談
、
パ
ー
ト
と
正
社
員
と
の
遭
遇
の
バ
ラ
ン
ス
、

正
社
員
へ
の
転
換
、
そ
の
他

※�

三
重
労
働
局
雇
用
均
等
室
で
は
、
右
記
以
外
の
日
で
も
個

別
に
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。 三

重
労
働
局
雇
用
均
等
室
0
5
9
（
2
2
6
）
2
3
1
8

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
個
別

相
談
コ
ー
ナ
ー
の
お
知
ら
せ
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Information 2 -February-

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

議
会
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

お
知
ら
せ
広
場

特　
集

　
総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送

を
ま
だ
視
聴
で
き
な
い
低
所
得
世
帯
に
対
し
て
、
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
対
象
と
な
る
世
帯
や
支
援
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
1
） �Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
が
全
額
免
除
と
な
っ
て
い
る
世
帯

へ
の
支
援

［
対
象
］
ま
だ
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
に
対
応
で
き
ず
、

①
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
扶
助
を
受
け
て
い
る
世
帯

②�

障
が
い
者
の
い
る
世
帯
で
、
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税

非
課
税
の
世
帯

③
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
世
帯

の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
が
全
額
免
除

の
世
帯
。

［
内
容
］
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
に
対
応
の
簡
易
な

チ
ュ
ー
ナ
ー
（
１
台
）
を
無
償
給
付
し
、
対
象
世
帯
を
訪
問

し
て
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
設
置
を
行
い
ま
す
。
ア
ン
テ
ナ
改
修
な

ど
が
必
要
な
場
合
は
無
償
で
工
事
を
行
い
ま
す
。

（
２
）
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
支
援

［
対
象
］
ま
だ
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
に
対
応
で
き
ず
、

「
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
の
措
置
を
受
け
て
い

る
世
帯
」（
※
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
の
放
送
受
信
契
約
が
必
要
）

［
内
容
］
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
対
応
の
簡
易
な
チ
ュ
ー

ナ
ー
（
１
台
）
を
無
償
給
付
し
ま
す
。
ま
た
チ
ュ
ー
ナ
ー

の
設
置
方
法
や
操
作
方
法
を
電
話
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

（
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
訪
問
設
置
、
ア
ン
テ
ナ
改
修
な
ど
は
行
い

ま
せ
ん
。）

（
３
）
申
込
方
法
な
ど
に
つ
い
て

　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を
添
付
し

総
務
省　
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
セ
ン
タ
ー

0
5
7
0
（
0
2
）
3
7
2
4

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
視
聴
の
た

め
の
低
所
得
世
帯
へ
の
支
援
に
つ
い
て

て
総
務
省　
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
へ
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
電
話

な
ど
で
総
務
省　
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

か
ら
お
取
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ

○
支
援
制
度
に
つ
い
て

総
務
省　
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

	

0
5
7
0
（
0
2
）
3
7
2
4

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
へ
の
支
援

	

0
5
7
0
（
0
3
）
3
8
4
0

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
支
援

	

0
5
7
0
（
0
2
）
3
7
2
4

○
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
契
約
・
放
送
受
信
料
免
除
に
つ
い
て

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー	

0
5
7
0
（
0
7
）
7
0
7
7

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
に
つ
い
て

	

0
5
7
0
（
0
0
）
0
5
8
8

デ
ジ
サ
ポ
三
重
で
は
、
地
域
で
開
催
さ
れ
る
地
デ

ジ
の
相
談
会
に
お
越
し
に
な
れ
な
い
高
齢
者
等
の

方
々
に
「
戸
別
相
談
（
訪
問
相
談
）」
を
実
施
し
て

い
ま
す
（
無
料
）。

　
ご
依
頼
か
ら
１
週
間
以
内
を
目
途
に
、
デ
ジ
サ
ポ
三
重
か
ら

ご
指
定
の
お
電
話
宛
に
ご
連
絡
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご

自
宅
へ
の
訪
問
日
程
な
ど
、
ご
調
整
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
＆
お
問
合
せ

　
デ
ジ
サ
ポ
三
重　
０
５
９
（
２
１
３
）
１
０
３
０

※
地
デ
ジ
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
デ
ジ
サ
ポ
が
戸
別
に
訪
問
す
る
際
は
、
黄
色
い
ベ
ス
ト
、
名

札
（
身
分
証
明
書
）、
腕
章
を
着
用
し
て
い
ま
す
。
国
や
放
送

局
そ
し
て
デ
ジ
サ
ポ
が
、
金
銭
を
請
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
充
分
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

■�

N
P
O
大
正
浪
漫
一
座
演
劇
講
演

　
「
原
田
二
郎
物
語
」
開
催

日
に
ち　
３
月
12
日
（
土
）

時　
間　
開
演　
午
後
１
時
（
開
場　
午
後
０
時
30
分
）

場　
所　
保
健
福
祉
会
館
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

入
場
料　
無
料

※�

整
理
券
が
必
要
で
す
の
で
、
教
育
委
員
会
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

　
原
田
二
郎
さ
ん
は
、
鴻
池
財
閥
の
最
高
責
任
者
で
、
そ

の
尊
父
は
玉
城
町
積
良
出
身
で
す
。
そ
の
原
田
二
郎
さ
ん

の
人
生
を
演
じ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

教
育
委
員
会　
（
５
８
）
８
２
１
２

教
育
た
よ
り
②
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ばなし

伊勢にはこのような学校があります伊勢にはこのような学校があります
　本校は４年制の理学療法士を養成する学校です。大型リハビリ施設を
併設し、臨床重視の教育をしています。人間総合科学大学を併修するこ
とで、同大学卒業の資格も取れます。平成 22 年 3 月、第１期生が卒業
し全員国家試験に合格、リハビリの現場へ巣立っていきました。もしか
したら、皆さんの身近な人のリハビリを担当しているかもしれません。
　18才から40 才位（高校卒業したばかりの方から、一度社会に出た経
験のある）の学生が、真剣に自分の人生をかけて、勉学に励んでいます。
これからの日本で安定した生活を営んでいくには、国家資格は大切です。
高齢化社会においてリハビリの専門職である理学療法士の必要性はます
ます高まっていきます。
　まずは資料請求から。個別に相談会もおこなっております。

〒516-0805　伊勢市御薗町高向 1658 　　TEL：0596-24-2540    
http://www.kyoeigakuen.ac.jp/　Email：iseshima@kyoeigakuen.ac.jp

伊勢市一之木 4-15-14　 TEL:0596-28-4739
e-mail mailto@kyoeigakuen.ac.jp

伊勢志摩リハビリテーション専門学校
理 学 療 法 学 科

勢京ビジネス専門学校学校法人
協栄学園

学校法人
協栄学園

09年度理学療法士
国家試験全員合格

伊勢志摩中央リハビリテーションセンター併設
大学併修制度（希望者のみ）
AO入試後期型出願受付期間（3月 20日まで。定員になり次第終了。）
オープンキャンパス： 2 月 13日

有 料 広 告

こ
ん
な
話
　
ど
ん
な
話

七
〈�

西
国
巡
礼
に
旅
立
っ
た
夫
婦
連
れ

　
　
悲
願
半
ば
で
途
次
病
魔
に
倒
れ
浄
土
へ
向
か
う
。〉

　
覚

一
銀
一
匁
二
分
二
厘

右
は
、
友
右
衛
門
相
果
候
節
斎ト
キ

米マ
イ
二
上
候　

米
代
受
け
取
り
申
し
候
。

　
亥
正
月　
　
東
原
村
宿

　
　
　
　
　
　
七
郎
右
衛
門
方　
　
印

　
　
　
覚

一
銭
四
匁
一
分
也

　
　
桶
一
つ
代　
杭
棒　
人
足
代

右
の
と
お
り
、
付
知
村
は
つ
相
果
候
節
葬
送
の
入
用
受
け
取
り

申
し
候
。

　
亥
正
月　
　
東
原
村　
　
久
二
郎　
印

　
　
　
覚

一
銭
百
文

右
ハ
、
友
右
衛
門
女
房
相
果
候
二
付
布
施
と
し
て
受
け
取
り
申

し
候
。

　
亥
正
月　
　
東
原
村　
　
中
之
坊

友
右
衛
門
女
房
は
つ
所
持
雑
物
覚

一
木
綿
ぬ
の
浅
黄
の
綿
入
一
つ

一
同
男
ノ
柿
の
綿
入
一
つ

一
同
女
の
小
も
ん
一
重
一
つ

一
同
男
ノ
花
の
一
重
物
一
つ

一
女
も
免
ん
嶋
帯
一
筋

一
絹
の
花
紙
袋
一
つ　
　
一
ふ
く
さ
一
つ

一
人
参
五
分
ほ
ど

一
剃
刀　
一
つ　
一
印
籠　
一
つ
丸
薬
入

一
道
中
記
二
冊

一
さ
い
ふ
一
つ

一
鉄
の
じ
っ
て
い
壱
丁

一
木
綿
黒
わ
た
入
羽
織
一
つ

一
ふ
ろ
し
き
一
つ

一
木
綿
夏
羽
織
一
つ

一
雨
か
っ
は
一
つ

右
の
通
り
二
御
座
候　

　
　
亥
正
月

　
右
の
四
通
の｢

覚｣

を
見
る
と
、
村
人
の
律
儀
な
性
分
が
よ

く
理
解
さ
れ
る
。
斎
米
、
人
足
代
、
布
施
、
杭
や
ら
棒
代
ま
で

経
費
一
切
を｢

覚｣

と
い
う
形
で
、
残
金
付
け
で
付
知
の
庄
屋

へ
送
付
し
て
い
る
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
天
然
痘
は
恐
ろ
し
い
病
で
あ
る
こ
と
は
、

村
人
は
知
っ
て
い
る
筈
で
あ
る
。
が
、
弔
い
の
仕
事
を
全
う
し

終
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

　
浄
土
に
憧
れ
、
西
国
巡
礼
へ
向
か
お
う
と
し
た
旅
人
へ
の
、

村
人
の
餞

は
な
む
けの

志
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
死
地
に
赴
く
旅
人
へ
の
賛
美
の
心
情
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
病
か
ら
受
け
る
底
知
れ
な
い
恐
怖
感
を
村
人
た
ち
の
清
浄

な
心
ば
え
が
見
事
に
拭
い
取
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
次
の｢

送
り
手
形｣

を
見
ら
れ
た
い
。

　
　
　
往
来
一
札
之
事

一
濃
州
恵
那
郡
尾
州
御
領
付
知
村
友
右
衛
門
夫
婦
、
こ
の
度
立

願
の
た
め
、
西
国
巡
礼
に
罷
り
出
候
。
こ
の
両
人
宗
旨
は
代
々

禅
宗
二
て
当
寺
の
旦
那
二
紛
れ
な
く
御
座
候
。
所
々
御
番
所
等
相

違
な
く
お
通
し
く
だ
さ
る
べ
く
候
。
右
の
者
、
も
し
、
何
国
二

て
相
煩
い
、
ま
た
ハ
相
果
候
と
も
、
そ
の
所
の
お
世
話
遊
ば
さ

れ
、
御
仕
廻
置
下
さ
る
べ
く
候
。
勿
論
国
元
へ
お
届
け
に
及
び

申
さ
ず
候
。
そ
の
往
来
の
た
め
、
依
っ
て
件
の
ご
と
し
。

　
　
宝
暦
四
年
甲
戌
拾
二
月

　
　
　
　
　
濃
州
恵
那
郡
付
知
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
禅
宗　
宰
敦
寺　
印

　
　
　
　
　
同
村　
　
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
三
郎　
印

　
筆
者
は
、
右
の
文
章
の
傍
線
部
（
筆
者
が
付
け
る
）
を
読
ん

だ
と
き
、
思
わ
ず
寒
気
が
体
を
走
っ
た
。
定
型
的
表
現
と
は
言

え
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
西
国
巡
礼
に
赴
く
者
は
覚
悟
が
出
来
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
霊
地
に
赴
く
一
歩
一
歩
が
、
極
楽
浄
土
へ
の
歩
み
寄
り
と
重

な
り
合
っ
て
、
旅
路
の
途
中
で
、
既
に
、
欣
求
浄
土
の
恍
惚
境

へ
踏
み
込
ん
で
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
筆
者
の
ご
と
き
俗
人
に
は
、
到
底
近
寄
り
難
い
、
眩
惑
さ
れ

る
境
地
で
あ
る
。

【
提
供
者　
加
納
利
和
】
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た たまきチャンネル
CATV
10ch 番組予定 1月25日～2月24日

内　　　容

6

7

0

1

4

5

8
9/10

11

6

10

11

7/8

0/1
2

9

2/3

（毎月５・２０日更新）

たまきチャンネル　プログラム
時

ビデオレポート（毎週土曜日更新）

知っ得、納得（毎月5・20日更新）

特別番組（毎月1・16日更新）

議会放送（終了まで）

たまき『あれこれ　かれこれ』

音声付文字情報『ちょっとたまき』（毎週土曜日更新）

【2月５日～１９日】	 確定申告について
【2月２０日～3月４日】	玉城病院について

【2月  １日～１５日】 第６回ふるさと講演会
【2月１６日～28日】 玉城ふるさと演劇フェスティバル

町議会が開催される当日午後9時から録画放送。
また、議会閉会後、翌日午前9時から再放送をします。

みなさんが作った番組を大募集！！
（例）美しい景色や珍しい花（町内に限らず）
　　サークル・ボランティア団体の紹介・募集　など
　　↑取材依頼もＯＫ！　　※放送時間は30分間

新番組

00	 健康体操①
06	 たまき『あれこれ　かれこれ』①
30	 健康体操②
36	 たまき『あれこれ　かれこれ』②
00	 ビデオレポート①
30/45	 ちょっと玉城① /知っ得、納得①
00	 ビデオレポート②
30/45	 ちょっと玉城② /知っ得、納得②
00	 特別番組
00/30	 健康体操①②
06/36	 あれこれ かれこれ①②
00	 ビデオレポート①
30/45	 ちょっと玉城① /知っ得、納得①	
00	 ビデオレポート②
30/45	 ちょっと玉城② /知っ得、納得②
00	 特別番組
00/30	 健康体操①②
06/36	 あれこれ かれこれ①②
00	 ビデオレポート①
30/45	 ちょっと玉城① /知っ得、納得①
00	 ビデオレポート②
30/45	 ちょっと玉城② /知っ得、納得②
00	 特別番組
00/30	 健康体操①②
06/36	 あれこれ かれこれ①②
00	 ビデオレポート①
30/45	 ちょっと玉城① /知っ得、納得①
00	 ビデオレポート②
30/45	 ちょっと玉城② /知っ得、納得②
00	 特別番組
00	 番組終了 注意：番組は予告なく変更する場合がありますのでご了承ください。

玉城チャンネルについてご意見・ご感想をお待ちしています
番組に関するお問合せ 放送に関するお問合せ総務課　電話（58）8200 ㈱アイティービー  電話（27）0700

議会放送
（議会終了まで）
当日録画

議会放送
（議会終了まで）
閉会後再放送

【１月29日】
・第７回福寿学級「玉城学園」　
【2月　5日】
・４歳児親子の集い（田丸保育所）
【2月12日】
・山神獅子舞神事
【2月19日】
・ 親子ふれあいコンサート

城あとに夢を築くまち たまき　2011.219
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玉城町役場は8：30am〜7：00pmまで開庁しています。

『玉城病院』『ケアハイツ玉城』職員募集のお知らせ 玉城町国民健康保健玉城病院

住民票、所得証明、各種申請、相談などご利用ください。

■玉城町役場
　TEL 58-8200	 FAX 58-4494
●総務課	 TEL 58-8200
●税務住民課	 TEL 58-8201
●生活福祉課	 TEL 58-8203
●産業振興課	 TEL 58-8204
●建設課	 TEL 58-8205
●上下水道課	 TEL 58-8207
●出納室	 TEL 58-8210
●議会事務局	 TEL 58-8211
●教育委員会（村山龍平記念館）
　TEL 58-8212	 FAX 58-7588

■玉城病院
　TEL 58-3039	 FAX 58-7299
■ケアハイツ玉城
●介護老人保健施設
　TEL 58-3770	 FAX 58-3790
●訪問看護ステーション	 TEL 58-8117
●訪問介護ステーション	 TEL 58-8117
●居宅介護支援事業所	 TEL 58-8822
■健康管理センター（地域包括支援センター）
　TEL 58-7373	 FAX 58-7625
■保健福祉会館（子育て総合支援室）
　TEL 58-8000	 FAX 58-8688
■さくら児童館
　TEL 58-8527	 FAX 58-8528

■梅がおか児童館
　TEL 58-8345	 FAX 58-8346
■いなほの郷児童クラブ室
　TEL 58-3956	 FAX 58-3956
■中央公民館
　TEL 58-6331	 FAX 58-7755
■アスピア玉城　　
●玉城ふれあいの館
　TEL 58-8800	 FAX 58-8801
●ふるさと味工房 アグリ	 TEL 58-8686
■社会福祉協議会	
　TEL 58-6915	 FAX 58-6916
●元気バス
　TEL 58-8181
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休日・夜間当直室  TEL 58-8213

Ⅰ　職種及び採用予定者数
　　　①　看護師および准看護師　若干名　　理学療法士１名　　　②　嘱託薬剤師　１名
Ⅱ　受験資格
　　　１　�地方公務員法（昭和 25 年法律第 261 号）第 16 条（欠格事項）の規程に該当しない方
　　　２　身体健康で伝染病疾患を有しない方
　　　３－①	（１）	 当該資格の免許を有する方
　　　　　　	（２）	 平成 22 年４月１日現在 50 歳未満の方
	 （３）	 玉城病院およびケアハイツ玉城に通勤ができる方で、看護師および准看護師は夜間勤務が可能な方
　　　３－②	（１）	 当該免許を有する方または平成 23 年３月に学校を卒業し、免許を取得見込みの方
　　　　　　	（２）	 玉城病院およびケアハイツ玉城に通勤ができる方
Ⅲ　選考の方法
　　�　作文および口述試験（面接）　※試験日時は受付期間終了後、本人に通知します。
Ⅳ　必要書類
　　　①　�履歴書（自筆・写真添付）および資格免許証の写し、健康診断書
　　　②　�有資格者は履歴書（自筆・写真添付）および免許証の写し
　　　　　平成 23 年３月末日までに資格取得見込み者は、履歴書（自筆・写真添付）、卒業見込証明書および成績証明書
Ⅴ　受付期間および時間
　　　平成23年１月25日（火）～２月14日（月）まで（ただし、土・日曜日および祝日は除く）　午前８時30分～午後５時まで
Ⅵ　応募方法
　　　必要書類を下記の申込先に提出してください。
Ⅶ　給与
　　　①　「玉城町職員の給与に関する条例」等に基づき支給します。
　　　②　嘱託職員の規程等に基づき支給します。
Ⅷ　お問合せおよび申込先
　　　玉城病院　管理事務所　担当：田畑・藤川　　〒 519 ‐ 0414　玉城町佐田８８１番地　　電話（５８）３０３９
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玉城町国民健康保健『玉城病院』、介護老人保健施設『ケアハイツ玉城』では、平成 23年４月１日採用予定
の職員および嘱託職員を次のとおり募集します。

人
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き

編集後記

（平成22年12月31日現在）

（　）は12月 1日以降の増減

　玉城町成人式に、色鮮やか
な着物・凛々しく正装した新成
人が集いました。
　今年の干支は兎年。新成人
が飛躍する事を期待し、お祝
いのメッセージをお贈りします。

【撮影 : 広報編集委員会】

15,409 人（＋ 25人）
7,538 人（＋ 21人）
7,871 人（  ＋ 4人）

5,170 世帯（＋9世帯）

人口
男
女
世帯数
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